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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 
■調査の概要 

 
１）調査概要 
・実施日：平成 18 年 1 月 31 日（火）～平成 18 年 2 月 8日（水） 

・方 法：郵送による配布回収 

・対象者：内灘町在住の 20 歳以上の男女 2,000 名を無作為に抽出 

・回収数：945 票 

・回収率：47.25％ 

 
２）集計方法 
・各設問の集計は、無回答を除いて小計し、これを母数（100％）として各選択項目の回答数

の割合を示す。 

・なお、パーセンテージについては、小数点第２位を四捨五入しているため、構成比の合計

は必ずしも 100％には一致しない。 

・また、複数回答の設問は、1 項目以上選択した回答者数を母数（100％）としているため、

各選択項目の回答数の割合は、合計すると 100％を超える。 

 
■調査の結果 
【回答者の属性】 

 

問１  あなたの性別は。 

女性
59.2%

男性
40.8%

 
 

問２  あなたの年齢は。 

10.6%

11.0%

10.7%

15.1%

16.7%

13.7%

15.7%

17.1%

14.2%

22.5%

21.7%

22.8%

22.0%

19.9%

25.7%

14.1%

13.6%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

女性

男性

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問３  あなたのお住まいは。 

 

西荒屋、室、湖 向粟崎、旭ヶ
丘、アカシア地 西地区

4.3% 区大根布、宮坂地
21.5%区

13.0% 

大清台、大学、
ハマナス、白帆 緑台、千鳥台、
台地区 向陽台地区 
12.3% 22.2%

鶴ヶ丘地区
26.7%

 

問４  あなたは結婚していますか。 

16.2%

15.4%

18.5%

73.0%

32.4%

10.8%

4.2%

3.9%

66.3%

62.4%

71.3%

27.0%

59.2%

77.0%

77.8%

76.3%

57.1%

17.5%

22.2%

10.2%

8.5%

12.2%

17.9%

19.8%

42.1%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

未婚 結婚（事実婚含む）している 結婚（事実婚含む）していたが、現在は離・死別

 

 

問５  あなたの主たる職業は何ですか。（○は１つ） 

 

その他
3.1%

無職
21.2% 会社、団体、官

公庁などの常勤
の勤め人（パー学生
ト等含む） 3.0%
46.5%

主婦・主夫 
17.0%

自営業主または
家族従業員 
9.2%
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

【男女平等について】 

 

問６  あなたは「男女平等」「男女共同参画社会」について、どの程度知っていますか。（○は

１つ） 

男女ともに「知っている」（男性全体 63.3％、女性全体 62.0％）が最も多

く、次いで「知らない」（男性全体 26.6％、女性全体 32.8％）が多い。 

なお、20 代は「知らない」が最も多い。 

 

7.4%

5.2%

10.1%

6.0%

5.4%

11.0%

8.4%

8.6%

61.9%

62.0%

63.3%

41.0%

66.9%

64.6%

60.8%

67.3%

64.1%

30.7%

32.8%

26.6%

53.0%

30.3%

29.9%

28.2%

24.3%

27.3%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

よく知っている 知っている 知らない
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問７  現在の日本の社会において、次にあげる分野で男女の地位は平等になっていると思いま

すか。（○は１つ） 

『Ｄ学校教育』を除き、男女ともに「どちらかといえば男性が優遇されて

いる」という認識が共通している。 

ただし、『Ｃ地域活動』と『Ｆ法律や制度』では、男女間の意識の差が大

きく、男性が考えているほど女性は「平等」と考えていない。 

 

21.0%

12.8%

29.6%

11.3%

6.9%

34.0%

21.7%

12.1%

6.1%

38.5%

24.7%

24.3%

13.9%

49.7%

46.6%

43.7%

45.7%

41.5%

29.8%

17.6%

10.9%

42.7%

42.3%

38.5%

20.9%

46.2%

54.7%

56.1%

56.3%

19.8%

29.7%

12.4%

22.2%

27.7%

43.5%

52.5%

62.0%

12.0%

24.5%

30.1%

54.5%

11.7%

9.6%

17.5%

11.6%

15.0%

10.7%

10.4%

8.8%

15.6%

10.1%

8.5%

8.0%

3.6%

1.1%

18.8%

5.4%

4.1%

1.5%

2.5%

1.2%

5.0%

2.5%

1.9%

0.4%

6.3%

1.8%

4.9%

3.0%

4.3%

2.4%

7.7%

4.1%

1.9%

0.4%

0.6%

0.4%

3.4%

1.2%

0.8%

0.4%

0.4%

1.4%

2.0%

1.0%

3.0%

0.9%

1.4%

1.7%

6.3%

5.8%

5.1%

3.0%

5.5%

22.6%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている わからない
 

Ａ家庭の中では 
 
 
Ｂ職場の中では 
 
 
Ｃ地域活動の中では 
 
 
Ｄ学校教育の場では 
 
 
Ｅ政治の場では 
 
 
Ｆ法律や制度の上 
では 

 
 
Ｇ社会通念・慣習 
  ・しきたりなど 
 
 
Ｈ社会全体では 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問８  今後、男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために最も重要と思うことは何で

すか。（○は１つ） 

男女ともに「女性、男性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習、

しきたりを改めること」（男性全体 39.2％、女性全体 35.8％）が最も多い。

次いで、男性では「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するな

ど、積極的に力の向上を図ること」（男性全体 20.5％）、女性では「女性の就

業、社会参画を支援する施設やサービスの充実を図ること」（女性全体

24.5％）が多い。 

なお、70 代以上は「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得する

など、積極的に力の向上を図ること」が最も多い。 

 

37.0%

35.8%

39.2%

41.8%

40.9%

37.6%

38.4%

35.1%

28.1%

20.1%

19.4%

20.5%

9.2%

12.4%

17.0%

20.2%

26.2%

31.6%

20.3%

24.5%

14.5%

29.6%

32.1%

22.0%

19.7%

11.0%

13.2%

10.8%

10.2%

11.9%

5.1%

6.6%

15.6%

8.4%

14.1%

13.2%

11.8%

10.2%

13.9%

14.3%

8.0%

7.8%

13.3%

13.6%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

女性、男性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習、しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図ること

女性の就業、社会参画を支援する施設やサービスの充実を図ること

法律や制度の上での見直しを行い、女性差別につながるものを改めること

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること
 

 5



 
内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

【家庭生活について】 

 

問９  「男は仕事、女は家庭」という考え方について、どう思いますか。（○は１つ） 

男女ともに「どちらともいえない」（男性全体 34.4％、女性全体 38.7％）

が最も多い。しかしながら、「賛成・やや賛成」（男性全体 40.4％、女性全体

24.1％）と「賛成しない・あまり賛成しない」（男性全体 23.8％、女性全体

35.4％）では、男女間に認識の差がみられる。なお、70 代は「賛成・やや賛

成」が多い（43.7％）。 

 

8.9%

5.0%

14.9%

9.0%

4.2%

5.4%

5.3%

14.6%

14.8%

21.8%

19.1%

25.5%

22.0%

23.2%

11.6%

23.0%

22.9%

28.9%

37.0%

38.7%

34.4%

33.0%

31.0%

42.9%

38.8%

39.0%

33.6%

18.3%

20.4%

14.9%

24.0%

21.8%

19.0%

18.2%

15.6%

13.3%

12.3%

15.0%

8.9%

12.0%

19.0%

17.0%

13.9%

6.8%

6.3% 3.1%

1.0%

1.0%

4.1%

0.7%

1.4%

1.9%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

賛成 やや賛成 どちらともいえない あまり賛成しない 賛成しない わからない
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 10  あなたは家庭から、何を得られると思いますか。（○はいくつでも） 

男女ともに「精神的安らぎの場が得られる」（男性全体 79.6％、女性全体

73.5％）が最も多く、次いで「子どもを生み育てることにより、生きがいが

得られる」（男性全体 38.7％、女性全体 45.6％）が多く、男女間の認識が共

通している。 

ただし、「日常生活の上で必要な負担が軽減される」（男性全体 25.3％、女

性全体 9.6％）については、男女間に認識の差がみられる。 

 

75.6%

73.5%

79.6%

81.0%

81.0%

80.1%

75.5%

72.8%

65.4%

33.9%

33.8%

34.3%

42.0%

33.1%

35.6%

33.2%

29.7%

33.8%

28.0%

32.3%

21.8%

23.0%

25.4%

37.7%

26.4%

23.3%

32.3%

25.8%

23.8%

28.3%

14.0%

23.9%

32.2%

28.4%

26.2%

25.4%

16.0%

9.6%

25.3%

7.7%

17.8%

15.9%

22.8%

13.1%

42.7%

45.6%

38.7%

46.0%

51.4%

47.9%

39.9%

35.6%

39.2%

16.0%

16.2%

5.0%

6.0%

5.1%

6.8%

6.0%

7.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

精神的安らぎの場が得られる

お互いに高め合うことができ、人間として成長できる

経済的に安定する

社会的に認められる

日常生活の上で必要な家事などの負担が軽減される

子どもを生み育てることにより、生きがいが得られる

子どもを生み育てることが、自分の老後の面倒をみてもらえることにつながる

その他

わからない
 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 11  次にあげる家庭の仕事は、だれの役割だと思いますか。（○は１つ） 

男女ともに『Ａ家計を支える』と『Ｈ高額商品』は「夫」、『Ｂ家事』と『Ｃ

家計管理』は「妻」、その他の仕事は「夫と妻が同じ程度」という認識が共

通している。 

 

36.7%

29.5%

32.2%

12.8%

7.1%

42.7%

47.0%

29.5%

31.1%

20.5%

28.7%

19.8%

24.1%

10.7%

13.3%

9.2%

19.7%

14.5%

19.9%

17.8%

32.9%

27.9%

66.1%

57.5%

61.7%

60.1%

55.2%

48.6%

70.4%

54.7%

51.8%

1.1%

0.9%

2.8%

2.7%

4.4%

4.8%

2.2%

2.1%

32.2%

8.7%

10.9%

2.2%

0.9%

4.8%

0.8%

0.8%

77.9%

3.4%

3.3%

1.1%

2.5%

35.4%

29.6%

0.3%

0.2%

1.4%

17.1%

21.3%

6.9%

8.4%

19.2%

22.5%

0.6%

0.2%

40.9%

50.7%

0.5%

4.1%

3.2%

0.2%

0.8%

8.2%

9.7%

5.4%

5.3%

23.0%

21.1%

1.1%

2.3%

2.8%

4.0%

6.5%

5.2%

1.4%

1.5%

0.8%

2.0%

1.1%

1.1%

2.2%

2.2%

3.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

主に妻 どちらかといえば妻が分担 夫と妻が同じ程度の役割

どちらかといえば夫が分担 主に夫 その他

 

Ａ家計を支える 
（生活費を稼ぐ） 
 
Ｂ掃除、洗濯、食

事の支度などの

家事 
 
 
Ｃ家計の管理 
 
 
Ｄ育児、子供のし

つけ 
 
 
Ｅ親の世話（介護） 
 
 
Ｆ自治会などの地

域活動 
 
 
Ｇ子どもの教育方

針の決定 
 
Ｈ高額の商品や土

地・家屋の購入

の決定 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 12  近年生まれる子どもの数が少なくなっていますが、あなたはその原因は何だと思います

か。（○は３つまで） 

男女ともに「子育てにかかる経済的負担が大きい」（男性全体 65.4％、女

性全体 63.5％）が最も多い。次いで、男女間・年代間でわずかな差がみられ

るが、「結婚しない人が増えた」、「育児と仕事を両立させる社会的な仕組み

（雇用条件・保育等）が整っていない」が 50％前後であり、男女間の認識が

概ね共通している。 

 

64.6%

63.5%

65.4%

70.8%

65.5%

70.9%

61.7%

60.9%

62.6%

18.7%

18.8%

18.0%

18.8%

21.6%

17.0%

18.2%

20.8%

14.6%

50.4%

52.6%

48.8%

56.3%

54.0%

54.6%

56.9%

45.8%

32.5%

9.7%

12.6%

5.3%

9.4%

11.5%

12.8%

9.6%

4.2%

13.0%

27.4%

29.7%

24.7%

31.3%

23.7%

28.4%

32.1%

25.5%

22.0%

50.8%

49.7%

52.6%

40.6%

44.6%

46.8%

50.7%

56.3%

62.6%

25.0%

23.7%

26.3%

25.0%

29.5%

21.3%

18.2%

30.7%

26.8%

11.4%

10.5%

13.3%

9.4%

7.2%

9.2%

12.9%

15.6%

11.4%

5.4%

5.4%

5.2%

5.0%

6.3%

11.4%

5.7%

5.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

子育てにかかる経済的負担が大きい
子育てにかかる心身の負担が大きい
住宅が狭い
育児と仕事を両立させる社会的な仕組み（雇用条件・保育等）が整っていない
配偶者の家事・育児への協力が得られない
子どもに十分手をかけて育てるため
子どもより余暇を充実したい人が増えた
結婚しない人が増えた
出産年齢が高くなった
子どもをもたないことについて社会が寛容になってきた
その他

 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 13  高齢期に不安だと思うことはありますか。（○は２つまで） 

男女ともに「年金や生活費」（男性全体 62.5％、女性全体 65.1％）と「健

康面」（男性全体 61.9％、女性全体 64.4％）が多く、男女間の認識が共通し

ている。 

 

63.4%

64.4%

61.9%

41.8%

48.9%

67.6%

61.8%

74.6%

76.6%

63.9%

65.1%

62.5%

66.3%

74.5%

79.3%

71.5%

55.3%

33.9%

12.8%

10.5%

16.2%

13.3%

8.8%

18.3%

20.2%

11.1%

12.8%

9.2%

8.2%

12.4%

9.7%

10.1%

16.9%

11.4%

12.0%

10.9%

16.3%

13.9%

15.2%

14.0%

6.5%

7.2%

7.0%

7.3%

15.3%

11.7%

10.1%

6.2%

10.2%
5.1%

5.3%

5.6%

8.6%
5.3%

6.1%

6.6%

5.5%

0% 25% 50% 75% 100% 125% 150% 175% 200%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

健康面

年金や生活費

配偶者に先立たれること

病気やケガなどの時、世話をしてくれる人がいないこと

働きたくても仕事がない

子ども（息子・娘）が面倒をみてくれるかどうかわからない

適当な話し相手がいない

安心して住める家がない

考えたことがない

その他
 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 14  あなた自身が高齢になって、病気やケガなどで介護や看護が必要となった時、どうしま

すか。（○は２つまで） 

男女ともに「病院・介護施設に入る」（男性全体 70.2％、女性全体 76.2％）

が最も多い。次いで、男性では「配偶者に看てもらう」（男性全体 43.2％）、

女性では「家で介護制度等を利用する」（女性全体 45.1％）が多い。 

 

74.4%

76.2%

70.2%

69.0%

70.9%

78.8%

77.5%

74.9%

71.7%

30.8%

23.2%

43.2%

36.0%

34.8%

30.8%

26.3%

33.0%

26.8%

42.4%

45.1%

38.3%

45.0%

30.5%

45.2%

42.1%

42.9%

50.4%

7.3%

9.9%

7.0%

7.1%

6.8%

8.4%

11.8%7.9%

0% 25% 50% 75% 100% 125% 150% 175%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

病院・介護施設に入る 配偶者に看てもらう

家で、介護制度等を利用する 娘に看てもらう

息子に看てもらう 友人や近所の人に看てもらう

自分の兄弟姉妹に看てもらう その他
 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 15  あなたから見て、「高齢者」とは何歳以上ですか。（○は１つ） 

男女ともに「70 歳以上」（男性全体 50.8％、女性全体 45.7％）が最も多い。 

また、年齢が高くなるほど「75 歳以上」の割合が高くなる。 

 

4.0%

2.4%

6.5%

18.0%

5.6%

3.3%

16.4%

16.4%

17.6%

30.0%

14.8%

22.3%

16.6%

12.7%

6.1%

47.8%

45.7%

50.8%

35.0%

58.5%

43.9%

48.8%

51.0%

44.3%

28.3%

31.4%

23.0%

11.0%

17.6%

27.7%

28.9%

33.8%

44.3%

2.8%

5.0%

3.4%

3.1%

1.0%

0.7%

0.8%

0.3%

1.0%

0.8%

1.4%

1.4%

2.1%

1.1%

2.1%

1.5%

0.5%

0.9%

1.4%

0.7%

1.0%

0.3%

1.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

５５歳以上 ６０歳以上 ６５歳以上 ７０歳以上 ７５歳以上 その他 わからない
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

【就労について】 

 

問 16  現在、雇われて働いている方にお聞きします。 

あなたの職場では、次にあげるそれぞれの面で男女平等になっていると思いますか。（○

は１つ） 

全項目において、全体では「平等である」が最も多い。 

しかしながら、『Ｂ昇進・昇格』、『Ｃ人事配置』、『Ｅ賃金』および『Ｇ全

体』では、男女ともに「男性が優遇されている・どちらかといえば男性が優

遇されている」の合計が「平等である」を上回っている。 

 

12.1%

18.3%

19.1%

15.6%

15.7%

17.8%

13.1%

10.3%

11.1%

13.6%

12.5%

25.1%

28.7%

26.5%

36.0%

25.9%

29.8%

14.6%

15.7%

30.5%

33.7%

18.7%

24.6%

28.0%

34.5%

44.7%

44.6%

34.0%

33.5%

35.8%

38.4%

57.1%

61.1%

34.7%

43.7%

48.6%

42.2%

41.0%

19.5%

19.8%

10.6%

16.9%

9.0%

14.0%

13.6%

9.0%

9.1%

19.3%

39.7%

5.0%

2.3%

12.6%

6.5%

0.5%

0.5%

0.9%

1.5%

3.7%

1.0%

0.9%

3.5%

2.8%

1.5%

2.8%

4.0%

1.9%

2.0%

0.5%

1.5%

4.7%

0.5%

5.5%

5.5%

10.2%

5.4%

9.8%

18.4%

12.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている わからない
 

Ａ募集や採用の 
条件では 

 
 
Ｂ昇進・昇格は 
 
 
 
Ｃ人事配置は 
 
 
 
Ｄ教育や研修 
制度は 

 
 
Ｅ賃金は 
 
 
 
Ｆ仕事の内容は 
 
 
 
Ｇ全体的には 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 17  女性が職業を続けていく上では、どんな障害があると思いますか。（○は３つまで） 

男女ともに｢家事・育児が十分にできない｣（男性全体 69.8％、女性全体

70.7％）が最も多く、次いで「結婚や出産の際、退職しなければならない慣

行が今でも残っている」（男性全体 45.2％、女性全体 40.8％）が多く、男女

間の認識が共通している。 

 

43.1%

40.8%

45.2%

57.6%

45.8%

43.5%

37.1%

39.4%

45.3%

70.0%

70.7%

69.8%

73.7%

75.4%

70.1%

69.5%

63.7%

71.8%

27.8%

30.7%

24.4%

16.2%

17.6%

32.7%

27.6%

30.6%

38.5%

17.9%

21.1%

14.4%

15.2%

16.2%

24.5%

16.7%

20.7%

11.1%

24.6%

24.5%

24.9%

22.2%

28.2%

27.9%

21.9%

24.9%

22.2%

17.6%

18.6%

16.1%

18.3%

12.9%

16.2%

22.8%

21.4%

21.1%

24.9%

15.0%

11.1%

11.3%

21.1%

25.2%

27.5%

23.1%

10.1%

6.6%

6.1%

6.7%

5.7%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

結婚や出産の際、退職しなければならない慣行が今でも残っている

家事・育児が十分にできない

病人・高齢者の世話が十分にできない

家族の同意・協力が得られない

賃金、待遇等で性差別がある

女性の能力が正当に評価されない

中高年の女性に退職を促すような周りの圧力がある

その他

特に障害はない
 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 18  男性も女性も共に仕事と家庭の両立をしていくためには、今後どのようなことが必要だ

と思いますか。（○は３つまで） 

男女ともに｢男女とも育児・介護休業制度を取得しやすくする職場環境づ

くり｣（男性全体 58.1％、女性全体 63.1％）が最も多く、次いで「保育施設

（職場内保育所を含む）や保育時間の延長など保育サービスを充実させるこ

と」（男性全体 51.8％、女性全体 46.3％）が多い。 

 

60.6%

63.1%

58.1%

69.7%

51.8%

63.9%

62.0%

59.0%

59.6%

48.4%

46.3%

51.8%

44.4%

57.4%

34.0%

47.8%

54.0%

50.9%

19.9%

18.9%

20.1%

9.1%

9.9%

20.4%

20.5%

25.0%

31.6%

10.6%

9.7%

11.3%

9.1%

11.6%

8.3%

12.5%

17.5%

29.6%

29.3%

28.9%

24.2%

31.9%

32.7%

28.8%

30.0%

28.9%

23.8%

23.9%

24.2%

29.3%

24.1%

22.4%

26.3%

24.0%

14.9%

23.2%

26.1%

20.1%

32.3%

24.1%

33.3%

26.3%

14.5%

13.5%

13.1%

15.2%

17.0%

14.3%

12.7%

12.3%

22.1%

25.5%

17.9%

21.2%

25.5%

25.2%

22.0%

16.5%

25.4%

7.0%

5.0%

5.4%

5.0%

5.1%

5.2%

5.2%

5.2%

5.7%

11.4%

14.9%

10.0%

5.0%

5.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男女とも育児・介護休業制度を取得しやすくする職場環境づくり
保育施設（職場内保育所を含む）や保育時間の延長など保育サービスを充実させること
ホームヘルパー制度など介護サービスを充実させること
職業訓練の講座を充実させること
職場における男女差別の是正
パートタイマーの給与・労働条件の改善
育児などによる退職者の再雇用制度の普及
在宅勤務やフレックスタイムの導入
労働時間の短縮
「男は仕事、女は家庭」など、男女の性別役割分担意識の見直し
その他
わからない

 
※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

【社会的な活動について】 

 

問 19  あなたは団体やグループで仕事以外の社会活動をしていますか。 

≪現在活動しているもの （○はいくつでも）≫ 

 

男女ともに｢特になし｣（男性全体 58.0％、女性全体 55.1％）が最も多く、

年代別では、20 代、30 代には活動している人が少なく、40 代、60 代、70

代以上に何らかの活動をしている人が多い。 

活動の中では、年代間で差がみられるが「趣味や教養、スポーツなどのグ

ループ活動」（男性全体 22.8％、女性全体 27.0％）、「自治会や町内会（老人

クラブや婦人会などを含む）」（男性全体 21.6％、女性全体 15.8％）が多く、

男女間の認識が共通している。 

なお、40 代では「趣味や教養、スポーツなどのグループ活動」（28.9％）

に次いで「ＰＴＡ・青少年・子ども会などの世話」（23.7％）が多い。 

 

18.8%

15.8%

21.6%

10.5%

28.9%

12.1%

25.6%

29.0%

7.2%

8.7%

14.3%

23.7%

5.1%

6.1%

6.8%

25.4%

27.0%

22.8%

18.6%

15.8%

20.7%

31.3%

32.4%

26.2% 5.6%

55.9%

55.1%

58.0%

73.3%

66.2%

47.4%

57.6%

47.2%

51.4%

5.6%

9.3%

8.5%

5.2%

5.0%

0% 25% 50% 75% 100% 125% 150%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

自治会や町内会（老人クラブや婦人会などを含む）

PTA・青少年・子ども会などの世話

子育て支援（子育てサポーターなど）活動

消費者団体、消費生活グループ活動

自然保護、リサイクル活動など、地域環境を守るための活動

高齢者・障害者などへの福祉活動

防災活動や災害援助活動

都市計画、まちづくりなどの市民活動

趣味や教養、スポーツなどのグループ活動

国際交流活動（通訳やホームスティの受入れなど）

その他の活動

特になし
 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

≪今後活動してみたいもの （○は３つまで）≫ 

 

年代間で差がみられるが、全体的に男女ともに「趣味や教養、スポーツな

どのグループ活動」（男性全体 41.2％、女性全体 49.6％）が最も多く、次い

で｢特になし｣（男性全体 26.5％、女性全体 21.0％）が多く、男女間の認識

が概ね共通している。 

 

11.4%

7.2%

8.6%

10.8%

15.7%

12.7%

8.2%

9.7%

15.3%

7.3%

9.6%

21.7%

18.7%

25.2%

10.1%

15.5%

15.1%

22.6%

36.3%

26.9%

15.9%

19.2%

11.5%

12.7%

11.3%

16.1%

14.6%

19.4%

25.0%

5.5%

10.6%

6.3%

6.5%

6.5%

5.2%

13.3%

6.2%

9.7%

12.1%

13.5%

46.1%

49.6%

41.2%

50.6%

52.6%

41.9%

50.4%

41.9%

32.7%

9.2%

10.5%

7.5%

16.5%

12.4%

16.1%

8.0%

5.8%

23.3%

21.0%

26.5%

26.6%

29.9%

23.7%

19.0%

16.9%

30.8%15.4%

11.3%

8.0%

6.5%

10.2%

7.2%

5.0%5.2%

5.0%

6.5%

5.2%

8.7%

10.1%

0% 25% 50% 75% 100% 125% 150% 175%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

自治会や町内会（老人クラブや婦人会などを含む）
PTA・青少年・子ども会などの世話

子育て支援（子育てサポーターなど）活動
消費者団体、消費生活グループ活動
自然保護、リサイクル活動など、地域環境を守るための活動
高齢者・障害者などへの福祉活動

防災活動や災害援助活動

都市計画、まちづくりなどの市民活動
趣味や教養、スポーツなどのグループ活動
国際交流活動（通訳やホームスティの受入れなど）

その他の活動
特になし

 
※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 20  問 19 の現在活動している中で「特になし」に○をつけた方にお聞きします。社会的な

活動に参加していない理由は何ですか。（○は２つまで） 

男女ともに「仕事が忙しく、時間がない」（男性全体 45.4％、女性全体

41.5％）が最も多い。次いで、男性では｢特に理由はない｣（男性全体 25.9％）、

「人間関係がわずらわしい」（男性全体 20.0％）、女性では「家事・育児・介

護が忙しく、時間がない」（女性全体 20.2％）、「自分のやりたい活動をして

いるグループや団体を知らない」（女性全体 19.4％）の順であり、男女間の

認識が異なっている。 

なお、20～50 代は「仕事が忙しく、時間がない」、60 代は「特に理由はな

い」が最も多く、70 代は「その他」や「特に理由はない」が多い。 

 

43.5%

41.5%

45.4%

50.0%

59.3%

63.9%

48.6%

25.0%

13.5%

20.2%

4.3%

12.9%

24.4%

13.1%

10.8%

6.3%

13.5%

16.6%

19.4%

13.5%

32.3%

15.1%

13.1%

14.4%

11.3%

17.3%

1.8%

2.7%

4.9%

3.8%

16.6%

14.3%

20.0%

6.5%

9.3%

19.7%

18.0%

27.5%

15.4%

14.1%

12.0%

17.8%

21.0%

17.4%

18.0%

9.0%

10.0%

11.5%

9.9%

12.0%

7.0%

8.1%

3.5%

4.9%

7.2%

7.5%

38.5%

21.4%

18.2%

25.9%

11.3%

15.1%

9.8%

25.2%

35.0%

28.8%

3.8%

0.9%

2.5%

0% 25% 50% 75% 100% 125% 150%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

仕事が忙しく、時間がない

家事・育児・介護が忙しく、時間がない

自分のやりたい活動をしているグループや団体を知らない

配偶者や家族の理解が得られない

人間関係がわずらわしい

関心がない

その他

特に理由はない
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 21  地域活動の中で、次のようなことについてあなたはどう思いますか。（○は１つ） 

『Ｂ準備・片付け』、『Ｆ対等なパートナー』、『Ｇ雰囲気』、『Ｈ発言機会』

については、「おかしいと思う」という回答が多く、男女の認識が共通して

いる。 

一方、『Ａ会長職』、『Ｄ役職に就きたがらない』、『Ｅ地域活動への参加』

では、男女間の意識に差がみられる。 

 

27.2%

37.3%

57.9%

51.6%

43.9%

54.1%

41.0%

55.0%

53.8%

63.1%

64.8%

65.9%

68.4%

49.1%

39.3%

31.5%

34.8%

46.5%

57.6%

37.7%

49.3%

23.7%

23.4%

10.6%

12.3%

9.6%

15.6%

16.5%

9.7%

26.8%

45.8%

53.0%

28.4%

30.9%

31.5%

32.5%

40.5%

40.9%

42.5%

44.9%

3.2%

3.2%

3.7%

5.8%

4.1%

3.3%

3.5%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

おかしいと思う どちらともいえない おかしいと思わない

 

Ａ団体の会長には
男性が就き、女性
は補助的役職に
就く慣行がある 

 
Ｂ活動の準備や後
片付けなどは、女
性が行う慣行が
ある 

 
Ｃ男性は地域活動
を女性に任せき
っている 

 
 
Ｄ女性が役職に就
きたがらない 

 
 
Ｅ男性が地域活動
に参加する気が
ない 

 
Ｆ男性が女性を対
等なパートナー
としてみていな
い 

 
Ｇ女性が表に出る
べきでないと言
う雰囲気がある 

 
Ｈ女性には発言の
機会が与えられ
なかったり、女性
の意見は聞き入
られない 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 22  町政や地域活動などでの政策・方針決定の場において、女性が進出していくために何が

必要だと思いますか。（○は２つまで） 

全体では「女性自身が積極的に参画しようとすること」（全体 51.7％、男

性全体 55.3％、女性全体 49.3％）が最も多く、男女間の意識は共通してい

る。次いで、年代間で差がみられるが、男性は「男性優位の組織運営を改め

ること」（男性全体 34.2％）、「女性の参画に対し、性別による役割分担や性

差別の意識をなくすよう町民への意識啓発をはかること」（男性全体

28.3％）、女性は「女性の参画に対し、性別による役割分担や性差別の意識

をなくすよう町民への意識啓発をはかること」（女性全体 28.1％）「男性優位

の組織運営を改めること」（女性全体 23.2％）の順である。 

 

27.4%

23.2%

34.2%

36.7%

34.0%

29.3%

22.0%

25.5%

22.1%

51.7%

49.3%

55.3%

38.8%

43.3%

50.3%

54.0%

59.0%

59.3%

20.0%

21.2%

17.5%

20.4%

17.0%

19.7%

25.5%

19.7%

15.0%

28.1%

28.1%

28.3%

19.4%

24.8%

26.5%

26.0%

31.4%

39.8%

10.3%

12.3%

7.8%

9.2%

9.2%

12.2%

8.0%

14.4%

8.0%

12.8%

11.9%

14.4%

24.5%

19.1%

8.8%

11.5%

7.4%

11.5%

15.3%

16.8%

13.6%

15.3%

13.5%

15.0%

16.0%

14.4%

16.8%

5.3%

5.4%

5.3%

0% 25% 50% 75% 100% 125% 150% 175% 200%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性優位の組織運営を改めること

女性自身が積極的に参画しようとすること

女性の能力開発の機会をもうけること

女性の参画に対し、性別による役割分担や性差別の意識をなくすよう町民への意識啓発をはかること

女性団体、グループ活動への支援を行うこと

男女がほぼ同数、あるいは一定割合を下回らないよう性別による定数を定めること

男女共同参画を推進した団体の取り組みや活躍している女性について広報で紹介すること

女性が特に進出する必要はない

その他
 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

【人権について】 

 

問 23  あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてです

か。（○はいくつでも） 

全体では「家庭内での夫やパートナーから女性への暴力」（36.3％）が最

も多いが、男性は「職場におけるセクシャルハラスメント」（男性全体

33.1％）、「家庭内での夫やパートナーから女性への暴力」（男性全体 30.9％）、

女性は「家庭内での夫やパートナーから女性への暴力」（女性全体 39.4％）、

「職場におけるセクシャルハラスメント」（女性全体 35.3％）の順である。 

なお、60 代では「売買春」が最も多く、次いで「女性の働く風俗産業」が

多い。70 代では「家庭内での夫やパートナーから女性への暴力」に次いで「売

買春」、「女性の働く風俗産業」が多く、年代間で意識の差がみられる。 

 

29.6%

31.8%

26.5%

16.2%

19.3%

31.9%

28.9%

36.2%

40.2%

24.4%

25.6%

22.8%

17.1%

21.5%

19.1%

34.2%

40.2%

36.3%

39.4%

30.9%

39.4%

34.3%

41.7%

31.9%

33.2%

42.9%

34.6%

35.3%

33.1%

49.5%

28.6%

36.1%

29.9%

34.7%

34.8%

17.9%

18.1%

17.3%

11.1%

6.4%

16.0%

18.1%

19.4%

36.6%

22.3%

29.3%

28.3%

27.9%

23.6%

21.1%

18.9%

16.1%

12.8%

13.2%

12.3%

12.1%

11.4%

19.6%

30.3%

31.1%

27.9%

25.3%

28.6%

28.5%

29.4%

31.6%

38.4%

14.1%

11.7%

17.5%

12.1%

18.6%

16.7%

15.7%

11.1%

12.8%

13.8%

10.3%

11.1%

6.3%

13.3%

12.5%

11.7%

11.3%

11.1%

10.7%

8.1%

10.9%

11.3%

11.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

売買春

女性の働く風俗産業

家庭内での夫やパートナーから女性への暴力

職場におけるセクシャルハラスメント

女性のヌード写真や内容に関係なく女性の体の一部を使用した雑誌・広告など

女性のみに若さや容ぼうを重視すること

「未亡人」など女性だけを指したり、「青年・少年」のように全ての人を男性で代表してしまう言葉の存在

「女・子ども」といった表現で代表されるように、一人前の人間として扱われていないこと

特にない

わからない

その他
 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 
問 24  パートナー（配偶者や恋人）の間で、身体的・心理的な暴力を受ける DV（ドメスティ

ック・バイオレンス）について、あなたは身近で見聞きしたり、自分が受けたりしたこ

とがありますか。（○はいくつでも） 

全体では「テレビや新聞で問題になっていることを知っている」（全体

75.6％、男性全体 75.4％、女性全体 76.2％）が最も多く、男女間で共通し

ている。 

なお、女性において「実際、暴力を受けたことがある」（女性全体 7.9％）、

「実際、言葉の暴力を受けたことがある」（女性全体 17.5％）の回答があっ

た。 

 

16.1%

18.5%

12.9%

15.3%

24.8%

16.3%

17.2%

12.5%

9.6%

15.9%

17.9%

12.3%

10.2%

17.7%

12.9%

18.6%

17.7%

14.4%

5.7%

7.9%

6.1%

5.7%

9.5%

11.8%

17.5%

6.1%

11.3%

13.6%

13.7%

12.0%

10.6%

5.9%

5.9%

75.6%

76.2%

75.4%

86.7%

70.2%

79.6%

74.5%

70.3%

78.8%

11.6%

9.6%

13.4%

9.2%

12.8%

8.2%

10.3%

14.6%

14.4%

0% 25% 50% 75% 100% 125% 150%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

身近に暴力を受けた人がいる

身近に言葉の暴力を受けた人がいる

実際、暴力を受けたことがある

実際、言葉の暴力を受けたことがある

自分で暴力をふるったことがある

テレビや新聞で問題になっていることを知っている

全く知らない

その他
 

※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 25  パートナー（配偶者や恋人）の間で、相手から暴力を受けたときに相談できる機関や関

係者のうち知っているものをすべて選んでください。（○はいくつでも） 

全体では「警察」（全体 67.0％、男性全体 74.9％、女性全体 61.1％）が最

も多く、男女間で共通している。 

一方で、男女ともに「知っているところはない」（男性全体 12.3％、女性

全体 17.3％）の回答が１割以上ある。 

 

67.0%

61.1%

74.9%

65.3%

61.0%

73.9%

64.9%

69.4%

67.9%

32.1%

33.2%

29.6%

22.1%

26.2%

35.2%

38.0%

31.1%

33.9%

25.8%

25.3%

26.0%

26.3%

14.2%

27.5%

32.2%

24.4%

27.7%

18.3%

22.6%

16.8%

16.2%

19.5%

21.2%

23.2%

15.1%

16.1%

16.1%

21.4%

23.8%

19.8%

28.2%

14.8%

28.3%

33.2%

42.0%

19.6%

22.0%

15.9%

13.7%

10.6%

26.8%

24.9%

18.1%

18.8%

15.0%

17.3%

12.1%

15.7%
13.9%

14.4%

14.1%

12.3%

13.4%

14.5%

13.7%

12.0%

20.6%

16.8%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

警察

配偶者暴力相談支援センター（女性相談支援センター）

女性センター

市役所・町役場

福祉事務所・保健所

人権擁護委員

民間支援団体

医療関係者

こころの健康センター

その他

知っているところはない
 

※10％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 26  セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスなど人権を侵害するよう

な行為に対して、どのような取り組みが重要だと思いますか。（○は３つまで） 

全体では「被害者のための相談体制を充実させる」（全体 68.5％、男性全

体 66.5％、女性全体 70.3％）が最も多く、男女間の意識は共通している。

次いで、男性は「犯罪の取り締まりを強化する」（男性全体 42.7％）、「被害

者のための情報提供（法律・制度の周知）体制を充実させる」（男性全体

39.9％）、女性は「被害者のための情報提供（法律・制度の周知）体制を充

実させる」（女性全体 43.2％）、「暴力をふるう側の再教育やカウンセリング

を行う」（女性全体 37.8％）の順である。 

 

68.5%

70.3%

66.5%

63.3%

70.7%

73.4%

68.5%

64.8%

71.0%

41.4%

43.2%

39.9%

42.9%

46.4%

43.4%

41.9%

37.2%

37.4%

36.0%

31.7%

42.7%

42.9%

37.1%

30.1%

32.5%

36.7%

42.1%

30.9%

33.1%

26.9%

23.5%

20.7%

31.5%

34.0%

36.7%

33.6%

19.5%

18.0%

21.3%

8.2%

14.3%

17.5%

20.7%

24.0%

28.0%

33.3%

37.8%

26.9%

42.9%

30.0%

39.9%

38.4%

26.0%

22.4%

0% 25% 50% 75% 100% 125% 150% 175% 200% 225% 250%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

被害者のための相談体制を充実させる

被害者のための情報提供（法律・制度の周知）体制を充実させる

犯罪の取り締まりを強化する

学校・家庭・職場において、男女平等や性についての教育・研修を充実させる

行政や市民団体等が啓発活動を積極的に行い世論を高める

暴力をふるう側の再教育やカウンセリングを行う

その他

 
※5％未満の数値は省略 
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内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

【男女共同参画社会について】 

 

問 27  男女共同参画社会の実現のためには、どのようなことが必要だと思われますか。（○は

３つまで） 

男女ともに「男女とも生活的自立をする（身の回りのことは自分でする）

こと」（男性全体 43.4％、女性全体 56.9％）が最も多い。次いで、年代間で

差がみられるが、男性は「家事や育児、介護などを家族で分担すること」（男

性全体 29.7％）、「社会のしきたりや古い慣習にとらわれないこと」（男性全

体 27.5％）、女性は「家事や育児、介護などを家族で分担すること」（女性全

体 41.7％）、「子どもの時から平等意識を育てるしつけ、教育をすること」（女

性全体 31.7％）の順である。 

なお、20 代・30 代では「家事や育児、介護などを家族で分担すること」

が最も多い。 

 

51.2%

56.9%

43.4%

40.8%

40.6%

53.2%

54.1%

55.9%

57.0%

15.7%

15.3%

13.8%

17.0%

13.9%

13.8%

26.3%

16.9%

20.9%

24.6%

25.4%

17.1%

15.9%

18.4%

19.4%

12.3%

16.7%

17.4%

25.4%

36.5%

41.7%

29.7%

45.9%

47.8%

35.5%

35.9%

31.3%

25.4%

18.5%

18.4%

19.2%

18.4%

18.1%

21.3%

16.7%

15.9%

22.8%

22.5%

21.9%

23.4%

20.4%

21.0%

27.0%

22.5%

27.7%

12.3%

25.4%

24.1%

27.5%

26.5%

26.8%

24.8%

25.4%

23.1%

28.1%

17.7%

14.9%

22.3%

20.3%

20.6%

18.2%

16.9%

16.7%

14.8%

15.3%

13.8%

14.4%

28.1%

31.7%

22.8%

23.5%

22.5%

19.1%

29.7%

35.9%

33.3%

16.1%

15.9%

16.3%

14.2%

13.9%

12.8%

12.2%

10.6%

11.6%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男女とも生活的自立をする（身の回りのことは自分でする）こと
男女とも経済的自立をする（生活費は自分で用意する）こと
男女とも地域での活動などに参画すること
自分の考えや行動は自分で決めること
家事や育児、介護などを家族で分担すること
男尊女卑の意識を改めること
従来の性別役割分担にとらわれないこと
社会のしきたりや古い慣習にとらわれないこと
女性が甘えた意識を改めること
男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること
子どもの時から平等意識を育てるしつけ、教育をすること
その他
わからない

 

※10％未満の数値は省略 

 25



 
内灘町男女共同参画に関するアンケート調査【概要版】 

 

問 28  町（行政）は男女共同参画社会の実現のためにどのようなことに力を入れていくべきだ

と思いますか。（○は３つまで） 

全体では「高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」（33.6％）が

最も多いが、男性は｢町の男女共同参画に関する基本条例の制定や行動計画

の策定をする｣（男性全体 28.6％）、「高齢者や病人の施設や介護サービスを

充実する」（男性全体 26.9％）、「学校教育における男女平等教育を推進する」

（男性全体 26.1％）、女性は「高齢者や病人の施設や介護サービスを充実す

る」（女性全体 38.0％）、｢保育サービスを充実する｣（女性全体 27.9％）、「学

校教育における男女平等教育を推進する」（女性全体 22.7％）の順に多く、

男女間に意識の差がみられる。 
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総計

女性

男性

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

町の男女共同参画に関する基本条例の制定や行動計画の策定をする

講演会・講座やイベントを開き、学習の場を充実する

町民が話し合う会議を開く

広報やパンフレットでの情報提供・啓発を行う

男性のために、家事能力を高める講座を開く

女性リーダーを養成するための講座を開く

女性の人権を守るための相談、保護機関を整備充実する

町（行政）職員の研修を行う

学校教育における男女平等教育を推進する

保育サービスを充実する

女性を政策決定の場に積極的に登用する

職場における男女の均等な取り扱いについて周知徹底を行う

女性の就労の機会を増やすため、職業教育や職業訓練を充実する

高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する

その他

特にない
 

※10％未満の数値は省略 
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